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横須賀市立市民病院 科専門研修    

研修  

 

研修期間 間 

横須賀市立市民病院 間 連携施設 間  

 

1．理念 使  

理念 備基準  

本 国民 信頼 科領域 専門 養成

あ 本 基本理念 豊富 臨床経験 持 指導 適

指導 科専門 制度研修 ュ 定 科領域全般 わ

研修 通 標準的 全人的 科的 療 実践 必要 知識 能

獲得 あ  

科領域全般 診療能力 科系 subspecialty 領域 専門 共通

求 基礎的 診療能力 あ ま 知識や 能 偏 患者

人間性 接 時 師 ッ ョ

チ ン 素養 修得 塑性 高く様々 環境 全人的

科 療 実践 能力 あ  

本 幅広い疾患群 経験 ゆく 科

基礎的診療 繰 返 学  疾患や病態 特異的 診療 術や患

者 抱え 多様 背景 配慮 経験 加わ 特徴 あ

経験 録 く 病歴要約 科学的 拠や自己

省察 含 載 複数 指導 指導 チ

ン 備え 全人的 療 実践 能力 涵養 能

 

 

領域専門 使 備基準  

科専門 疾患 予防 治療 保健 療活動 通 市民 健康

積極的 貢献 科専門 関わ 場 多岐 わ 場

い 最新 療 提供 臓器 専門性 著 く偏 く全人的

科診療 提供 時 チ 療 滑 運営 使 あ 科専

門 一定 臨床的経験 学会 表 論文作成 経験 あ 臨床

現場 生 疑問 自 臨床研究 学問的 症例報告

く 特殊 症例 多数診療 臨床研究 必要 い  
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．専門研修 目標 

専門研修 成果 備基準  

 科専門 使 1)高い倫理観 持 2)最新 標準的 療 実践

3) 全 療 心 4) ッ ョ 基 く患者中心 療

展開 あ 科専門 わ 場 多岐 わ

場 応 掲 専門 像 合 役割 果 国民 信頼 獲

得 求 い 本 成果 必要 応 塑性

あ 幅広い 科専門 多く排出 あ  

地域 療 科領域 診察  

科系救急 療 専門  

病院 総合 科 generality 専門  

総合 科的視点 持  subspecialist 

 

到達目標 経験目標 修得 知識 能 態度  

基幹施設 あ 横須賀市立市民病院 2 間 専門研修施設群 1 間 専

攻 3 終了時 備基準 定 疾患 経験 術 習得  

専門知識 び経験 疾患 病態( 備基準 4, 8) 

専門知識 範 総合 科 消化器 循環器

泌 代謝 腎臓 吸器 血液  神経

膠原病 び類縁疾患 感染症 救急 構成

加え 科研修 ュ 目表 載 い 解剖

機能 病態生理 身体診察 専門的検査 治療法 疾

患 目標(到達 ベ ) 達成 研修手帳 疾患群 目 従い

70疾患群 200症例以 経験  

 

経験 専門 能 診察 検査 診断 処置 手術  

備基準5 9 10  

科領域 基本的 能 幅広い疾患 網羅 知識 経験 裏付

療面接 身体診察  検査結果 解釈 び 科学的 拠 基

い 幅 広い診断 治療方針決定 指 全人的 患者 家族 関わ

ゆく や他 専門 ン ョン能力 加わ

特定 手 修得や経験数 表現 事 い  

科領域 中 臓器 特殊 検査や手 含ま subspecialty 

専門 く 一定程度 経験 求 い 術 能評

価手帳 参考 科専門 求 術 能 修得 う

い ま タ ン 異常 来 う 救急患者や急変患者あ い
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症患者 診療 心肺機能停止状態 患者 対 蘇生手 等 い

off-the-job  training ュ タ 用い JMECC 講

修得  

 

学問的姿勢 備基準  

患者 学 いう姿勢 基本 以 基本的 学問的姿勢 涵養  

.科学的 拠 基 い 診断 治療 行う(EBM;evidence based medicine) 

.最新 知識 能 常 ッ 生涯学習  

.診断や治療  evidence 構築 病態 理解 研究 行う 

.症例報告 通 深い洞察力 磨く 

 

師 倫理性 社会性 備基準  

科専門 高い倫理観 社会性 要求  

具体的 以 目 要求  

．患者 ュ ョン能力  

．患者中心 療 実践  

．患者 学 姿勢  

．自己省察 姿勢  

． 倫理 配慮 

． 療 全 配慮  

. 公益 資 師 責務 対 自 性( ッ ョ ) 

．地域 療保健活動 参画 

．他職種 含 療関 者 ュ ョン能力 

． 輩 師 指導 

 

 特性 

本 神奈川 浦半島 療圏 中心的 急性期病院

あ 横須賀市立市民病院 基幹施設 療圏 あ 横須賀市立うわま

病院 神奈川 立循環器 吸器病 ンタ 横浜市立大学付属病院 ン

タ 病院 横浜 共済病院 茅ヶ崎市立病院 藤沢市民病院 横浜市 部病

院 神奈川 立足柄 病院 横浜掖済会病院 秦 赤十字病院 藤沢湘 病

院 国 療福祉大学熱海病院 大和市立病院 大森赤十字病院 横浜労災病

院 国立病院機構相模原病院 横浜 療 ンタ 連携病院

研修病院群 科専門研修 行う 地域 療事情 理解 地

域 実情 合わ 実践的 療 行え う 訓練  

研修期間 基幹施設 間 連携施設 間 間 あ  
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横須賀市立市民病院 全 科診療科 い 専門 勤務 救急車

約10 /日 間約3500 豊富 症例 接 機会 得

横須賀市立市民病院 科専門研修 主担当 患者 入

院 退院 初診 入院 退院 紹 診療情報提供 ま 能 範 経

時的 診断 治療 流 通 一人一人 患者 全身状態 社会的背

景 療養環境 備 包括 全人的 療 実践 個々 患者

最適 療 提供 計画 立 実行 能力 修得 目標  

基幹施設 あ 横須賀市立市民病院 神奈川 浦半島 療圏 中心的

急性期病院 一 あ 地域 病診 病病連携 中 あ

地域 第一線 病院 あ ン 経験 超高

齢化社会 反映 複数 病態 持 患者 診療経験 横浜市立大学附

属病院 高 病院や地域病院 病病連携や診療所 在宅訪問診療施設

含 病診連携 経験 特 地域 療機関 診療

情報共 患者紹 確立 い 合理的 効率

良い地域 療連携 構築方法 い 学  

基幹施設 あ 横須賀市立市民病院 科専門研修 最初

間 専攻 終了時 研修手帳 疾患群 目表 定 70 

疾患群 う 少 く 通算45疾患群 120 症例以 経験 日本 科学

会専攻 録評価 録 専攻 2 修了時点 指

導 形成的 指導 通 科専門 ボ 評価 合格

29 症例 病歴要約 作成  

横須賀市立市民病院 科専門研修関連病院 各 療機関 地域 い

う 役割 果 い 経験 専門研修 間 う

間 立場や地域 役割 異 療機関 研修 行う

科専門 求 役割 実践 ま 連携病院 い 症例 豊

富 充実 指導 い  

横須賀市立市民病院 科専門 研修施設群 研修終了 成果 科

ッ ョ 涵養 general ン 持 各々

形成や い 形態 合

あ 時 兼 能 人材 育成 い

療機関 く 科診療 あ 実力 獲得 い 要  

ま 希望者  subspecialty 領域専門 研修や高度 先 的 療 大学院

研究 開始 準備 えう 経験 本施設群 研修

果 成果 あ  

地域 療 行う中 多く 症例 経験 学問的

ま 経験 積 科専門研修 目標 あ  
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．専門知識 専門 能 習得計画 備基準8〜10  

専門研修 専攻  

症例 研修手帳 疾患群 目表 定 70疾患群 う 少 く

20疾患群 60症例以 経験 日本 科学会専攻 録評価

研修 容 録  

能 研修中 疾患群 い 診断 治療 必要 身体診察 検査所見

解釈 び治療方針決定 指導 subspecialty 級 行う

 

態度 専攻 自身 自己評価 指導 subspecialty 級 び

タッ 360度評価 複数回行 態度 評価 行い担当指導

ッ 行う  

専門研修 専攻  

症例 研修手帳 疾患群 目表 定 70疾患群 う 通算 少

く 45疾患群 120症例以 経験 日本 科学会専攻 録評価

研修 容 録 専門研修修了 必要 病歴要約

載 日本 科学会専攻 録評価 録  

能 研修中 疾患群 い 診断 治療 必要 身体診察 検査所見

解釈 び治療方針決定 指導 subspecialty 級 監督 行う

 

態度 専攻 自身 自己評価 指導 subspecialty 級 び

タッ 360度評価 複数回行 態度 評価 行う 専門研

修 専攻 行 評価 い 省察 改善 否

指導 ッ  

専門研修 専攻  

症例 主担当 研修手帳 疾患群 目表 定 全70疾患群

経験 200症例以 経験 目標 修了認定 主担当

通算 最 56疾患群以 経験 計160症例以 外来症例 割

ま 含 経験 日本 科学会専攻 録評価

研修 容 録 専攻 適 経験 知識 習得

指導 確認 既 専門研修 ま 録 終え 病歴要約

日本 科学会病歴要約評価ボ 査 査 者 評価

形成的 良い 改訂 改訂 値 い 容 場

合 度 理 い い認 い 留意

初期研修 時期 経験 症例 使用 事 能 あ  

能 科領域全般 い 診断 治療 必要 身体診察 検査所見解

釈 び治療方針決定 自立 行う  
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態度 専攻 自身 自己評価 指導 subspecialty 級 び

タッ 360度評価 複数回行 態度 評価 行う 専門

研修 専攻 行 評価 い 省察 改善 否

指導 ッ ま 科専門 わ い態度

ッ ョ 自己学習能力 習得 い 否 指導 専

攻 面談 改善  

専門研修修了 病歴要約29症例 理 少 く 70疾患

群中 56疾患群以 計160症例以 経験 必要 日本 科学会専

攻 録評価 研修 録 指導 評価 認

目標 達成  

横須賀市立市民病院 科専門研修 研修 ュ 目表 知

識 術 能習得 必要 あ 修得 ま 最短期間

3 間 基幹施設 連携 特 連携施設 間 修得

十 場合 修得 ま 研修期間 間延期 あ 得  

 

． 科専攻 研修 方法 

臨床現場 学習 備基準13  

1) 科専攻 担当指導 く  subspecialty 級 指導 主担

当 入院症例 外来症例 診療 通 科専門 目指 常

研鑽 主担当 入院 退院 初診 入院〜退院

紹 ま 能 範 経時的 診断 治療 流 通 一人

一人 患者 全身状態 社会的背景 療養環境調 包括 全人的 療

実践  

2)定期的 毎 回 開催 各診療科あ い 科合 ン ン

通 担当症例 病態や診断過程 理解 深 多面的 見方や最新 情

報 得 ま ンタ 情報検索 び ュ ョン能

力 高  

3)総合 科外来 初診 含  subspecialty 診療外来 初診 含 定

期的 担当 以 外来患者 担当 経験 積  

4)一定期間救急外来 診療 担当 科領域 救急診療 経験 積  

5)当直 病棟急変 経験 積  

6)必要 応 subspecialty 診療科検査 担当  

 

臨床現場 学習 備基準 ,12,13,14  

科領域 救急対応 最新 ン や病態理解 治療法 理解 標準的

療 全や感染対策 関 事 療倫理 感染防御 臨床研究や利益相反
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関 事 専攻 指導 評価方法 関 事 い 定期的

催 症例検討会や講習会 参加 研鑽  

1)定期的 行 い 各診療科 症例検討会 

2) 療倫理 療 全 感染防御 関 講演会 

 ※ 科専攻 2回以 講 

3)1回/ 割合 施行 CPC ン ボ 症例報告会  

4)研修施設群合 ン ン 2回開催予定  

5)地域参加型 ン ン  

6)JMECC 講 ※ 科専攻 必 専門研修 く 2 ま 回 講 

7) 科系学術集会 ※地域 科系診療所 師 含 定期的 開催  

8)各種指導 講習会/JMECC指導者講習会  

 

自己学習 学習 容 明確 学習方法 提示 備基準15  

研修 ュ 目表 知識 関 到達 ベ  A 病態 理解

合わ 十 深く知 い  B 概念 理解 意味 明

類 い 術 能 関 到達 ベ  A 複数回 経験 経

全 実施 ま 定 B 経験 少数例 指導者

立 会い 全 実施 ま 定 C 経験 い

自己学習 容 断 拠 理解 類 い 症例

関 到達 ベ A 主担当 自 経験 B 間接的 経験

い 実症例 チ 経験 ま 症例検討会 通 経験

C チ 学会 公認 タ や ン

ュ タ ュ ョン 学習 類 い  

自身 経験 く 自己学習 目 い 科系学会 行 い

DVDや ン ン 配信 日本 科学会 行 い

ン 問題 活用 学習  

 

．専門研修 評価 

ッ 方法 備基準17  

研修実績 び評価 録 蓄積 備基準41  

日本 科学会専攻 録評価 用い 以 webベ 日時 含

録 ．専攻 全70疾患群 経験 200症例以 主担当 経

験 事 目標 通算 最 56疾患群以 160症例 研修 容 録

指導 容 評価 合格基準 達 断 場合 認 行う

指導 専攻 評価 タッ 360度評価 専攻

逆評価 入力 録 全29症例 病歴要約 指導 校閲 録
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専門研修施設群 日本 科学会病歴要約評価ボ

ュ 理 ま 指摘事 基 い 改訂

行う 専攻 学会 表や論文 表 録 録 専攻

各専門研修 出席 求 講習会 例 地域連携 ン

ン 療倫理 療 全 感染対策講習会 出席

録  

 

．学術活動 備基準6,12,30  

科専攻 求 姿勢 症例 経験 ま

自 深 ゆく姿勢 あ 能力 自己研鑽 生涯 わ 実践

症例 経験 深 学術活動 教育活

動 目標 設定  

教育活動 必須  

初期研修 あ い 学部学生 指導 行う  

輩専攻 指導 行う  

タッ 尊 指導 行う  

学問的姿勢 備基準6  

患者 学 いう姿勢 基本  

科学的 拠 基 い 診断 治療 行う( EBM ) 

最新 知識 能 常 ッ 生涯学習  

診断や治療 evidence 構築 病態 理解 研究 行う  

症例報告 通 深い洞察力 磨く  

い 基本的 チ ン び学問的姿勢 涵養 併

科専攻 教育活動 行う  

学術活動 関 研修計画 備基準12  

横須賀市立市民病院研修施設群 い い  

科系 学術集会や企画 回以 参加 必須  

※日本 科学会本部ま 支部主催 生涯教育講演会 講習会 CPC

び 科系 subspecialty 学会 学術講演会 講習会 推奨  

経験症例 い 文献検索 行い 症例報告 行う  

臨床的疑問 抽出 臨床研究 行う  

科学 通 基礎研究 行う  

通 科学的 拠 基 い 思考 全人的 活 う  

科専攻 筆頭者 学会 表あ い 論文 表 件以 行う  
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専攻 社会人大学院 希望 場合 横須賀市立市民病院

専門研修 修了認定基準 満 う ン 持 研修

推奨  

 

．地域 療 施設群 役割 研修計画 備基準11, 28 29  

科領域 多岐 わ 疾患群 経験 研修 必須 あ 横須

賀市立市民病院 神奈川 浦半島地域 横須賀 浦 療圏 逗子 葉山

地 中心的 急性期病院 あ 地域 病診 病病連携 中 あ 急

性期高度 療 必要 救急疾患 ン ま 多く 症例 経

験 臨床研究や症例報告 学術活動 素養 身

横須賀市立市民病院 科診療科 全領域 subspecialty 専門

比較的経験 少 い領域 診断 治療 学 事 能 あ

ま 在宅 療 経験 事  

横須賀市立市民病院 科専門研修施設群 症例 あ 時点 経験 い

う く 主担当 入院 退院 初診 入院〜退院 通院 ま

能 範 経時的 診断 治療 流 通 一人一人 患者 全身状

態 社会的背景 療養環境 備 包括 全人的 療 実践 い ま

個々 患者 最適 療 提供 計画 立 実行 能力 修得 目標

い 主担当 診療 経験 通 地域 診療所

在宅訪問診療施設 含 や地域病院 ま 高 機能病院 病診連

携 病病連携 経験  

 

． 科専門研修 備基準16  

基幹病院 あ 横須賀市立市民病院 科専門研修 専門研修1

目 横須賀市立市民病院 研修 2 目 3 目 い 1 間 連携施

設 研修 期間 何処 連携施設 研修 関 専攻 本

人 希望 連携施設 合い 横須賀市立市民病院 科専門研修

管理委員会 い 決定  

専攻 目 秋 専攻 希望 将来像 研修達成度 び タ

ッ 360度評価 科専門研修評価 基 専門研修 専攻 2

目 目 研修施設 調 決定  

研修達成度  subspecialty 研修 能 あ  
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．専攻 評価時期 方法 備基準17,19-22  

横須賀市立市民病院 科専門研修 管理委員会 役割 

横須賀市立市民病院 科専門研修 管理委員会 く  

横須賀市立市民病院 科専門研修 開始時 各専攻 初期研

修期間 経験 疾患 い 日本 科学会専攻 録評価

研修手帳 Web版 基 充足状況 確認  

～ ヶ 毎 研修手帳 Web版 専攻 研修実績 到達度 適宜追跡

専攻 研修手帳 Web版 入 ま 各

研修実績 到達度 充足 い い場合 当 疾患 診療経験  

6ヶ 毎 病歴要約作成状況 適宜追跡 専攻 病歴要約 作成

ま 各 病歴要約 充足 い い場合 当 疾患

診療経験  

6ヶ 毎 定 い 所定 学術活動 録 各種講習

会出席 追跡  

複数回 必要 応 臨時 専攻 自身 自己評価

行う 結果 日本 科学会専攻 録評価 通 集計

ヶ 以 担当指導 専攻 形成的 ッ 行

改善  

横須賀市立市民病院 科専門研修 管理委員会

タッ 360度評価 科専門研修評価 毎 複数回( 必

要 応 臨時 行う 担当指導 ,subspecialty 級 加え 護

師長 護師 臨床検査 放射線 師 臨床工学 師 事務員 接

点 多い職員5人 指 評価 評価表 社会人 適性 師

適性 ュ ョン チ 療 一員 適性 多職

種 評価 評価 無 方式 横須賀市立市民病院 科専門研修

管理委員会 く 統括責任者 各研修施設 研修委員会

委 5 以 複数職種 回答 依頼 回答 担当指導

ま 日本 科学会専攻 録評価 録 原則 他

職種 い 結果 日本 科学会専攻 録

通 集計 担当指導 形成的 ッ 行う  

 

専攻 担当指導 役割 

専攻 人 人 担当指導 横須賀市立市民病院 科専門研修

管理委員会 決定  

専攻 web 日本 科学会専攻 録評価 研修 容

録 担当指導 履修状況 確認 行い
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ッ 認 作業 日常臨床業務 経験 応

行う  

専攻 目専門研修終了時 研修 ュ 定 70疾患群

う 20疾患群 60症例以 経験 録 行う 目専門研修終了時 70

疾患群 う 45疾患群 120症例以 経験 録 行う 目専門研修

終了時 70疾患群 う 56疾患群 160症例以 経験 録

録 容 都度 担当指導 評価 認  

担当指導 専攻 十 ュ ョン 研修手帳Web版

専攻 症例 録 評価や横須賀市立市民病院 科専門研修

管理委員会 報告 研修 捗状況 把握 専攻  

subspecialty 級 面談 専攻 経験 症例 い 報告

相談 担当指導  subspecialty 級 専攻 充足 い い

疾患 能 範 経験 う 主担当 割 振

調  

担当指導  subspecialty 級 協議 知識 能 評価 行う  

専攻 専門研修 専攻 終了時ま 29症例 病歴要約

作成 日本 科学会専攻 録評価 録 担当指導 専

攻 合計29症例 病歴要約 作成 科専門 ボ

査 評価 理 う 病歴要約 い 確認

形成的 指導 行う必要 あ 専攻 科専門 ボ

ュ 方式 査 形成的評価 基 専門研修 専攻 修了ま

病歴要約 理 う 改訂

病歴 載能力 形成的 深化  

 

評価 責任者 

度毎 担当指導 評価 行い 基幹施設あ い 連携施設 科研修委員

会 検討 結果 度毎 横須賀市立市民病院 科専門研修

管理委員会 検討 統括責任者 認  

 

修了 定基準 備基準53  

担当指導 日本 科学会専攻 録評価 用い 研修 容

評価 以  i ) 〜 vi ) 修了 確認  

)主担当 研修手帳(疾患群 目表) 定 全70疾患群 経験

計200症例以 外来症例 20症例ま 含 経験

目標 研修 容 日本 科学会専攻 録評価

録 修了認定 主担当 通算 最 56疾患群以 経験
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計160症例以 症例 外来症例 録症例 割ま 含

経験 録 終了  

29病歴要約 科専門 ボ 査 形成的評価 理

 

所定 編 学会 表ま 論文 表 

JMECC 講 

定 講習会 講 

日本 科学会専攻 録評価 用い タッ

360度評価 科専門研修評価 指導 科専攻 評価 参照

社会人 あ 師 適性 評価  

横須賀市立市民病院 科専門研修 管理委員会 当 専攻

修了要件 充足 い 確認 研修期間終了約 ヶ 前 横須賀

市立市民病院 科専門研修 管理委員会 合議 うえ統括責任者 終

了 定 行う  

 

運用 ュ ッ 備 

専攻 研修実績 録 ッ 指導 指導 ッ

録 び 指導 研修計画 FD 実施 録 日本 科学会専攻

録評価 用い  

横須賀市立市民病院 科専門研修 専攻 研修 ュ

備基準44 横須賀市立市民病院 科専門研修 指導

ュ 備基準45 示  

 

．専門研修管理委員会 運営計画 備基準34,35,37-39 資料5  

横須賀市立市民病院 科専門研修 管理運営体制 基準 

科専門研修 管理委員会 連携施設 設置 い 研修

委員会 連携 科専門研修 管理委員会 統括責任者

管理者 事務 代表者 科 subspecialty 研修指導責任

者 び連携施設担当委員 構成 ま 専攻

委員会会議 一部 参加  

横須賀市立市民病院 科専門研修施設群 横須賀市立市民病院 基幹施

設 連携施設 科専門研修委員会 設置 委員長 指導

連携 活動 や専攻 関 情報 定期的 共

毎 開催 横須賀市立市民病院 科専門研修

管理委員会 委員 出席 Web会議 各施設 毎
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日ま 横須賀市立市民病院 科専門研修 管理委員会 以

報告 行う  

前 度 診療実績 

a) 病院病床数 b) 科病床数 c) 科診療科数 d) ヶ あ 科 

外来患者数 e) ヶ あ 科入院患者数 f)剖検数 

専門研修指導 数 び専攻 数 

a)前 度 専攻 指導実績 b) 度 指導 数/総合 科専門 数 

c) 度 専攻 数 d) 度 専攻 入 能人数 12 時点  

前 度 学術活動 

a)学会 表 b)論文 表 

施設状況 

a)施設 b)指導 能領域 c) 科 ン ン d)他科 合  

ン ン e)抄 会 f)机 g) 書室 h)文献検索  

i) 療 全 感染対策 療倫理 関 研修会 j)JMECC 開催  

subspecialty 領域 専門 数 

日本消化器病学会 日本循環器学会 日本 泌学会 日本糖 病学会 

日本腎臓病学会 日本 吸器病学会 日本血液学会 日本神経学会神経 

科学会 日本 学会 日本 チ学会 日本感染症学会  

日本救急 学会 

 

． 指導 研修 計画 備基準18,43  

指導方法 標準化 日本 科学会作成 冊子 指導 手引 活用

厚生労働省や日本 科学会 指導 講習会 講 推奨 指導者研修

FD 実施 録 日本 科学科専攻 録評価 用い  

 

．専攻 就業環境 備機能 労務管理 備基準40  

労働基準法や 療法 遵 原則  

専門研修 専攻 3 目 う 間 基幹施設 あ 横須賀市立市民病

院 就業環境 基 就業 他 1 間 連携病院勤務期間中 連携病

院 就業環境 基 就業 資料  

 

基幹施設 横須賀市立市民病院 備状況  

研修 必要 書室 ンタ ネッ 環境 あ  

労務環境 保 い  

ンタ 適 対処 健康管理室 あ  

ン 委員会 備 い  
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女性専攻 心 勤務 う 休憩室 更衣室 仮眠室 ワ

室 当直室 備 い  

敷地 院 保育所 あ 病児保育 病 児保育 含 利用 能 あ  

 

統括的評価 行う 専攻 び指導 専攻 指導施設 対 評価

行い 容 横須賀市立市民病院 科専門研修 管理委員会 報

告 労働時間 当直回数 給 労働条件 い

容 含ま 適 改善  

 

． 科専門研修 改善方法 備基準48-51  

専攻 指導 び研修 対 評価 

日本 科学会専攻 録評価 用い 無 式逆評価 行う 逆評価

複数回行う ま 複数 研修施設 在籍 研修 行う場合

研修施設 逆評価 行う 集計結果 担当指導 施設 研修

委員会 び 管理委員会 閲覧 ま 集計結果 基 横

須賀市立市民病院 科専門研修 や指導 あ い 連携施設 研修

環境 改善 役立  

 

専攻 評価 ッ 改善  

専門研修施設 科専門研修委員会 横須賀市立市民病院 科専門研修

管理委員会 び日本専門 機構 科領域研修委員会 日本 科学会専

攻 録評価 用い 専攻 逆評価 専攻 研修状況 把握

把握 事 い 横須賀市立市民病院 科専門研修 管

理委員会 以 類 対応 検討  

即時改善 要 事  

度 改善 要 事  

数 改善 要 事  

科領域全体 改善 要 事  

特 改善 要 い事  

研修施設群 何 問題 生 施設群 解決 困 あ 場

合 専攻 や指導 日本専門 機構 科領域研修委員会 相談先  

．担当指導 施設 科研修委員会 横須賀市立市民病院 科専門研修

委員会 び日本専門 機構 科領域研修委員会 日本 科学会

専攻 録評価 用い 専攻 研修状況 定期的 タ

横須賀市立市民病院 科専門研修 滑 勧 い 否

断 評価  
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．担当指導 各施設 科研修委員会 横須賀市立市民病院 科専門研修

管理委員会 び日本専門 機構 科領域研修委員会 日本

科学会専攻 録評価 用い 担当指導 専攻 研修 程

度関 い タ 自 的 改善 役立 状況

日本専門 機構 科領域研修委員会 支援 指導 入 改善 役立

 

 

研修 対 監査 ッ 調査 対応 

横須賀市立市民病院 科専門研修 管理委員会 横須賀市立市民病

院 科専門研修 対 日本専門 機構 科領域研修委員会

ッ 入 対応 評価 基 必要 応 横須賀市

立市民病院 科専門研修 改良 行う 更新

ッ 評価 結果 改良 方策 い 日本専門 機構

科領域研修委員会 報告  

 

. 募集専攻 備基準 27  

〜 横須賀市立市民病院 科専門研修 募集 能  

科専攻 数 学  

 横須賀市立市民病院 総合 科 消化器科 循環器科 吸器科 腎臓

科 血液 科 泌 糖 病 科 神経 科 チ 膠原病

科 標榜 あ 常勤指導 10 在籍 い 他 各科専門

指導 携わ  

13領域 う 9領域 い 各 subspecialty 領域 専門 少 く

以 在籍 専攻 十 指導 能 あ  

剖検検体数 過去3 間 均  4.0体 あ  

科領域全般 渡 入院患者 外来患者診療 関 十 症例 経験

能 あ  

1学 ま 専攻 あ 専攻 2 終了時 研修手帳 疾患群

目表 定 45 疾患群 120 症例以 診療経験 29病歴要約

作成 達成 能 あ  

連携施設 地域密着型病院や大学附属病院 あ 診療機能 優 診療

科 多数 専攻 様々 希望 将来像 対応 能 あ  

専攻 3 修了時 研修手帳 疾患群 目表 定 少 く

56 疾患群 160 症例以 診療経験 達成 能 あ  
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.専攻 募集 び採用 方法 備基準52  

本 管理委員会 2017 6  web site 公表や 明会

行い 科専攻 募集 い 翌 度 応募者 横須賀

市立市民病院臨床研修 ンタ website 横須賀市立市民病院 師募集要

横須賀市立市民病院専門研修 科専攻 従 応募

書類選考 び面接 行い 都度 横須賀市立市民病院 科専門研修

管理委員会 い 協議 採否 決定 本人 文書 通知

横須賀市立市民病院 科専門研修 開始 専攻 遅滞 く日

本 科学会専攻 録評価 録 行う  

問い合わ   

横須賀市立市民病院 科専門研修 管理委員会 

E-mail  y-naika-senkoi@jadecom.jp 

HP  http://www.jadecom.or.jp/jadecomhp/yokosuka-shimin/html/index.html 

TEL: 046-856-3136   FAX: 046-858-1776 

 

. 科専門研修 休止 中断 移動 備基準33  

や 得 い事情 科専門研修 移動 い  

緒事情 他 科専門研修 移動 場合 日本 科学会専攻

録評価 用い 当院 科専門研修 研修 容 遅滞

く 録 担当指導 認証 基 当院 科専門研修

管理委員会 移動 管理委員会 的研修 相互

認証 専攻 的 研修 認 他 科専門研修

当院 科専門研修 移動 場合 様 あ  

ま 他 専門研修 修了 新 科領域専門研修 場合 あ い

初期研修 科研修 い 専門研修 経験 経験

い 場合 当 専攻 症例経験 拠 録 担当指導 提示

担当指導 科専門研修 経験 わ い 認 横須賀

市立市民病院 科専門研修 統括責任者 認 場合 限 日本

科学会専攻 録評価 録 認 症例経験 適 否

最終 定 日本専門 機構 科領域研修委員会 決定  

疾病あ い 妊娠 出産 出産前 伴う研修期間 休止 い  

終了要件 満 い 休職期間 6ヶ 以 あ 研修

期間 延長 必要 い 超え 期間 休止 場合 研修期間 延

長 必要 あ 短時間 非常勤勤務期間 あ 場合 按 計算 日

時間 日 基本 行う 研修実績 加算  

留学期間 原則 研修期間 認 い  

http://www.jadecom.or.jp/jadecomhp/yokosuka-shimin/html/index.html
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． 横須賀市立市民病院 科専門研修 ュ 表  

 

 4  5  6  7  8  9  10  11  12  1  2  3  

1 目 

主 subspecialty専門 診療科 籍 置く 他科 必要 症例 担当  

他科 症例や習得 手 習得  

4  2～3回/ 当直研修 行う 1 目 JMECC 講  

初診外来 1回担当  

2 目 

主 subspecialty専門 診療科 籍 置く 他科 必要 症例 担当  

他科 症例や習得 手 習得  

2～3回/ 当直研修 行う 専門外来 1回担当  

半日 救急患者 初期対応 当  

 

科専門 得

病歴提出 

3 目 

subspecialty専門 症例 手 中心 足症例 未習得手 習得 努  

専門外来 1～2回担当  

半日 救急患者 初期対応 指導 当  

 

科専門 得

病歴提出 

※ 1 目 横須賀市立市民病院 研修 行う 

※ 2 目 3 目 う い 1 間 連携施設 研修 連携

施設先 時期 2 目 3 目 関 専攻 本人 希望 踏まえ    

1 目 12 中 横須賀市立市民病院 科専門研修 管理委員会

い 決定  

※ 専門研修 ョン く ュ 制 導入  

  subspecialty専門研修 行う専門 診療科 籍 置く  

他科 必要 症例 手 習得 症例 担当  

当 科 指導 経験 積  

※ 各 度毎 症例経験到達目標 達成 無 チ ッ  

   1 目 20疾患群以 経験 録 病歴要約 10編以 録  

   2 目 45疾患群以 経験 録 病歴要約 29編以 録  

   3 目 70疾患群 経験 200例以 録 29例 病歴要約 改定  

他 要件  

療倫理 療 全 感染防御 関 講習会 参加  

  毎 行わ CPC及び症例検討 CC 出席  

  2回以 学術集会 参加  

2件以 筆頭者 学会 表あ い 論文 表  
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横須賀市立市民病院内科専門研修プ  

 

専攻 研修 ュ  

 

目  

 

．専門研修後 師像 ･･･ P2 

．終了後 想定さ 勤務形態 勤務先 ･･･ P2 

．専門研修 期間 ･･･ P2 

．研修施設群 各施設  ･･･ P3 

．プ 関わ 委員会 委員 及び指  ･･･ P3 

．内科疾患群 うち主要 疾患 間 診療件数 当院実績  ･･･ P4 

．到 目標 経験目標 経験 専門技能 ･･･ P4 

．内科専攻 研修 方法 目  ･･･ P4 

．自己評価 指 評価 び 360 度評価 行う時期 ッ

時期         ･･･ P5 

．プ 終了判定基準 ･･･ P6 

．専門 申請 け 手  ･･･ P6 

．専攻 就業環境 備機能 労務管理  ･･･ P7 

．プ 特色 ･･･ P7 

．  subspecialty 領域 研修 否 ･･･ P8 

．逆評価 方法 プ 改良姿勢 ･･･ P8 

．募集専攻 数 ･･･ P8 

．専攻 募集 び採用 方法 ･･･ P8 

．内科専門研修 休止 中断 プ 移動 ･･･ P9 

．横須賀市立市民病院内科専門研修プ ュ 表 ･･･P10 
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横須賀市立市民病院内科専門研修プ  

専攻 研修 ュ  

 

．専門研修後 師像  備基準   

内科専門 使 い倫理観 持ち 最新 標準的 療 実践

全 療 心 け プ ッ ョ 基 く患者中心 療

展開 こ あ  

内科専門 わ 場 多岐 わ 場 応  

 地域 療 け 内科領域 診察 け  

 内科系救急 療 専門  

 病院 総合内科 generality 専門  

 総合内科的視点 持  subspecialist 

合致 役割 果 地域 民 国民 信頼 獲得

形成や あ い 療環境 求 内科専門

像 一 く 環境 応 役割 果 こ 必要 応

塑性 あ 幅広い内科専門 多く輩出 こ あ  

 

．修了後 想定さ 勤務形態 勤務先  備基準44-1  

 横須賀市立市民病院内科専門研修施設群 研修終了後 成果 内科

プ ッ ョ 涵養 general ン 持ち

形成や こ い 形態 合致 こ

あ 時 兼 こ 能 人材 育成 神奈川県 浦半島

療圏 限定 超 齢化社会 迎え 日 い 療機関 不 く内科

診療 あ 実力 獲得 い こ 要 希望者  subspecialty 領

域専門 研修や 度 先 的 療 大学院 研究 開始 準備 え 経

験 こ 施設群 研修 果 成果 あ  

横須賀市立市民病院専門研修プ 終了後 横須賀市立市民病院内科専門

研修施設群 専攻 希望 応 療機関 常勤内科 師 勤務

こ subspecialty 専門研修 こ 大学病院 勤務や大学院

研究者 こ 能 あ  

 

．専門研修 期間  備基準44-2  

基幹病院 あ 横須賀市立市民病院内科専門研修プ 専門研修1

目 横須賀市立市民病院 研修 2 目 3 目 い 1 間 連携施設

研修 期間 何処 連携施設 研修 関 専攻 人
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希望 連携施設 合い 専攻 目 秋 横須賀市立市民病院

内科専門研修プ 管理委員会 い 決定  

研修 成度 専攻 2 目  subspecialty 研修 能 あ  

 

．研修施設群 各施設   備基準44-3  

基幹施設 横須賀市立市民病院 

連携施設 横浜市立大学 学部附属病院 

     横浜市立大学附属市民総合 療 ンタ  

横須賀市立うわ ち病院 

     神奈川県立循環器 吸器病 ンタ  

     横浜 共済病院 

     茅ヶ崎市立病院 

     藤沢市民病院 

     横浜市 部病院  

     神奈川県立足柄 病院     大和市立病院 

     大森赤十字病院        横浜掖済会病院 

     秦 赤十字病院        藤沢湘 病院 

     国 療福祉大学熱海病院   横浜労災病院 

     国立病院機構相模原病院    横浜 療 ンタ  

 

．プ 関わ 委員会 委員 及び指   備基準44-4  

横須賀市立市民病院内科専門研修プ 管理委員会 委員  

国保 敏晴   副病院長兼腎臓内科診療部長 

松 和人   副病院長兼消化器内科診療部長 

坂 賢一郎   循環器内科診療部長 

浅見 委代   総務課課長 

橋     総務課係長 

指 師  

松 和人  消化器内科診療部長   国保 敏晴  腎臓内科診療部長 

  原  浩   血液内科診療部長    杉  孝一  健康管理科診療部長   

坂 賢一郎  循環器内科診療部長   端 信貴  消化器内科主任 長    

土屋 博久  内 泌糖尿病内科診療部長   

浅見 由希子 チ科 長      渡邉 大祐  脳神経内科診療 

鈴木 弘之  循環器内科主任 長 
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．内科疾患群 うち主要 疾患 間 診療件数 当院実績  備基準44-6  

 基幹施設 あ 横須賀市立市民病院 診療実績 示  

剖検検体数 過去3 間 均  4.0 体 あ  

内科70疾患群 わ 多彩 入院患者 入院患者数 外来患者数 

1学 3 対 十 症例 経験 能 あ  

13領域 うち10領域 各 subspecialty 領域 専門 少 く  

以 在籍 専攻 指 あ  

 

2022 度 各科入院患者数 人/  

消化器 循環器 内 泌 代謝 腎臓 吸器 血液 神経 ｷﾞ  膠原病 

860 750 40 170 460 280 32 432 26 11 

 

．到 目標 経験目標 経験 専門技能  備基準44-7  

 基幹施設 あ 横須賀市立市民病院 2 間 専門研修施設群 1 間

専攻 3 終了時 備基準 定 疾患 経験 技術 習得  

到 目標 経験目標 修得 知識 技能 態度  

専門知識 範 総合内科 消化器 循環器 内

泌 代謝 腎臓 吸器 血液  神経

膠原病 び類縁疾患 感染症 救急 構成さ こ

加え 内科研修カ ュ 目表 記載さ い 解剖 機能

病態生理 身体診察 専門的検査 治療法 疾患

目標(到 ベ ) 成 研修手帳 疾患群 目 従い 2～3 間

70疾患群 200症例以 経験  

経験 専門技能 診察 検査 診断 処置 手術  

内科領域 基 的 技能 療面接 身体診察  検査結果 解釈

び 幅 広い診断 治療方針決定 指 さ 全人的 患者 家族 関わ

ゆくこ や他 専門 コンサ ョン能力 加わ  

技術 技能評価手帳 参考 内科専門 求 技術 技能 修得

う い  

 

．内科専攻 研修 方法 目   備基準44-7  

臨床現場 学習 備基準13  

1)内科専攻 担当指 く  subspecialty 級 指 主担当

入院症例 外来症例 診療 行う 主担当 入院 退院 初診

入院〜退院 け 紹介 能 範 経時的 診断 治療 流
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通 一人一人 患者 全身状態 社会的背景 療養環境調 包括

全人的 療 実践  

主担当 け持ち患者数 目 患者 症度 加味 担当指

subspecialty 級 判断 専攻 人あ 5〜6 程度  

2)定期的 毎 回 開催 各診療科あ い 内科合 カン ン  

通 担当症例 病態や診断過程 理解 深  

プ ンタ 情報検索 びコ ュ ョン能力  

3)総合内科外来 初診 含  subspecialty 診療外来 初診 含  

定期的 担当 以 外来患者 担当 経験 積  

4)一定期間救急外来 診療 担当 内科領域 救急診療 経験 積  

5)当直 病棟急変 経験 積  

6)必要 応 subspecialty 診療科検査 担当  

 

臨床現場 学習 備基準 ,12,13,14  

内科領域 救急対応 最新 ン や病態理解 治療法 理解 標準的

療 全や感染対策 関 事 療倫理 感染防御 臨床研究や利益相反

関 事 専攻 指 評価方法 関 事 い 定期的

催さ 症例検討会や講習会 参加 研鑽  

1)定期的 行 い 各診療科 症例検討会 

2) 療倫理 療 全 感染防御 関 講演会 

 ※内科専攻 2回以 講 

3)1回/ 割合 施行さ CPC ンサ ボ 症例報告会  

4)研修施設群合 カン ン  

5)地域参加型 カン ン  

6)JMECC 講 ※内科専攻 必 専門研修 く 2 回 講 

7)内科系学術集会 ※地域 内科系診療所 師 含 定期的 開催さ  

8)各種指 講習会/JMECC指 者講習会  

 

．自己評価 指 評価 並び 360度評価 行う時期 ッ 時期 

                            備基準44-8    

 毎 自己評価 指 評価 び 360度評価 行う 必要 応

臨時 行う事 あ 評価終了後 ヶ 以内 担当指 ッ

け 後 改善 期 最善 尽く 回目以降 以前 評価 い

省察 改善 否 含 担当指 ッ

け さ 改善 う 最善 く  
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．プ 修了判定基準  備基準44-9  

日 内科学会専攻 録評価 用い 以 ．〜 vi． 修了要

件 満 こ  

．主担当 研修手帳 疾患群 目表 定 全70疾患群 経験

計200症例以 外来症例 20症例 含 こ 経験

こ 目標 研修内容 日 内科学会専攻 録評価

録 修了認定 主担当 通算 最 56疾患群以 経

験 計160症例以 症例 外来症例 録症例 割 含 こ

経験 録 終了さ い  

．29病歴要約 内科専門 ボ 査 形成的評価後 理

プ さ い  

．所定 編 学会 表 論文 表 成さ い  

．JMECC 講歴 1回あ  

． 療倫理 療 全 感染防御 関 講習会 2回以 講歴 あ

 

．日 内科学会専攻 録評価 用い カ タッ

360度評価 内科専門研修評価 指 内科専攻 評価 参照

社会人 あ 師 適性 あ 認  

 

当 専攻 記修了要件 充足 い こ 横須賀市立市民病院内科

専門研修プ 管理委員会 確認 研修期間修了約 ヶ 前 横須

賀市立市民病院内科専門研修プ 管理委員会 合議 うえ統括責任

者 終了判定 行う  

 

注意 研修カ ュ 目表 知識 技術 技能 修得 必要不

あ 修得 最短期間 間 基幹施設 間 連携施設

修得 不十 場合 修得 研修期間

延長 こ あ  

 

．専門 申請 け 手   備基準44-10  

 必要 書類 

 日 専門 機構 定 内科専門 認定申請書 

 履歴書 

 横須賀市立市民病院内科専門研修プ 修了証 コ  

 提出方法 
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  内科専門 資格 申請 度 日 日 専門 機構内科領域

認定委員会 提出  

 内科専門 試験 

  内科専門 資格申請後 日 専門 機構 実施 内科専門 試験

合格 こ 日 専門 機構 認定 内科専門  

 

．専攻 就業環境 備機能 労務管理 備基準40  

労働基準法や 療法 遵 こ 原則  

専門研修 専攻 3 目 うち 間 基幹施設 あ 横須賀市立市民病院

就業環境 基 就業 他 1 間 連携病院勤務期間中 連携病院

就業環境 基 就業 資料  

基幹施設 横須賀市立市民病院 備状況  

研修 必要 書室 ンタ ネッ 環境 あ  

労務環境 保 さ い  

ンタ 適 対処 健康管理室 あ  

ン 委員会 備さ い  

女性専攻 心 勤務 う 休憩室 更衣室 仮眠室 ワ

室 当直室 備さ い  

敷地内 院内保育所 あ 病児保育 病後児保育 含 利用 能 あ  

 

．プ 特色  備基準44-12  

内科領域 多岐 わ 疾患群 経験 研修 必須 あ 横須

賀市立市民病院 神奈川県 浦半島地域 横須賀 浦 療圏 逗子 葉山地

中心的 急性期病院 あ 地域 病診 病病連携 中 あ 急性

期 度 療 必要 救急疾患 コ ン 多く 症例 経験

臨床研究や症例報告 学術活動 素養 身 け 横須賀市立市

民病院 療圏 い 血液内科 膠原病内科 脳神経内科  

subspecialty 専門 比較的経験 こ 少 い領域 診断 治療

学 事 能 あ 内科領域 全領域  subspecialty 専門 常勤

い 全内科領域 症例経験 積 こ 能 あ 在宅

療 経験 事  

日 内科学会専攻 録評価 用い webベ 日時 含 記録

．専攻 全70疾患群 経験 200症例以 主担当 経験 事

目標 通算 最 56疾患群以 160症例 研修内容 録  
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．  subspecialty 領域 研修 否  備基準44-13  

カ ュ 知識 技術 技能 深 総合内科外来 初診 含  

subspecialty 診療科外来 初診 含 subspecialty 診療科検査 担当  

結果 subspecialty 領域 研修  

カ ュ 知識 技術 技能 修得 認 専攻 積極的  

subspecialty 領域専門 得 向け 知識 技術 技能研修 開始さ  

 

．逆評価 方法 プ 改良姿勢  備基準44-14  

 専攻 日 内科学会専攻 研修評価 用い 無記 式逆評価 行う

逆評価 毎 行う 集計結果 担当指 施設 研修委員会

びプ 管理委員会 閲覧 集計結果 基 横須賀市立市民病

院内科専門研修プ や指 あ い 研修施設 研修環境 改善 役立

 

 

. 募集専攻 数 備基準 27  

記 〜 横須賀市立市民病院内科専門研修プ 募集 能  

内科専攻 数 1学 3  

横須賀市立市民病院 総合内科 消化器科 循環器科 吸器科 腎臓内

科 血液内科 内 泌 糖尿病内科 神経内科 チ 膠原病内科

標榜 あ 常勤指  10 在籍 い  

13領域 うち9領域 い 各 subspecialty 領域 専門 少 く  

以 在籍 専攻 十 指 能 あ  

剖検検体数 過去3 間 均  4.0体 あ  

内科領域全般 渡 入院患者 外来患者診療 関 十 症例 経験

能 あ  

専攻 2 終了時 研修手帳 疾患群 目表 定 45 疾患群

120 症例以 診療経験 29病歴要約 作成 成 能 あ  

 

.専攻 募集 び採用 方法 備基準52  

プ 管理委員会 2017 6  web site 公表や 明会 行

い 内科専攻 募集 い 翌 度 プ 応募者 横須賀市

立市民病院臨床研修 ンタ website 横須賀市立市民病院 師募集要 横

須賀市立市民病院専門研修プ 内科専攻 従 応募 書類

選考 び面接 行い 都度 横須賀市立市民病院内科専門研修プ

管理委員会 い 協議 採否 決定 人 文書 通知 横須
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賀市立市民病院内科専門研修プ 開始 専攻 遅滞 く日 内

科学会専攻 録評価 録 行う  

 

問い合わ   

横須賀市立市民病院内科専門研修プ 管理委員会 

E-mail  y-naika-senkoi@jadecom.jp 

HP  http://www.jadecom.or.jp/jadecomhp/yokosuka-shimin/html/index.html 

TEL: 046-856-3136   FAX: 046-858-1776 

 

.内科専門研修 休止 中断 プ 移動  備基準33 44-15   

や 得 い事情 内科専門研修プ 移動 い  

緒事情 他 内科専門研修プ 移動 場合 日 内科学会専攻

録評価 用い 当院内科専門研修プ 研修内容 遅滞

く 録 担当指 認証 こ 基 当院内科専門研修プ

管理委員会 移動後 プ 管理委員会 的研修 相互

認証 こ 専攻 的 研修 認 他 内科専門研修プ

当院内科専門研修プ 移動 場合 様 あ  

他 専門研修 修了 新 内科領域専門研修 場合 あ い

初期研修 け 内科研修 い 専門研修 経験 経験

い 場合 当 専攻 症例経験 拠 記録 担当指 提示

担当指 内科専門研修 経験 さわ い 認 さ 横須賀市立

市民病院内科専門研修プ 統括責任者 認 場合 限 日 内科学

会専攻 録評価 録 認 症例経験 適 否 最

終判定 日 専門 機構内科領域研修委員会 決定  

 

疾病あ い 妊娠 出産 出産前後 伴う研修期間 休止 い  

プ 終了要件 満 い 休職期間 6ヶ 以内 あ 研修期

間 延長 必要 い こ 超え 期間 休止 場合 研修期間 延長

必要 あ 短時間 非常勤勤務期間 あ 場合 按 計算 日 時

間 日 基 行うこ 研修実績 加算  

留学期間 原則 研修期間 認 い  

 

他 研修施設群 生 問題 対処 

研修施設群 何 問題 生 施設群内 解決 困 場合 日 専門 機

構内科領域研修委員会 相談先  

http://www.jadecom.or.jp/jadecomhp/yokosuka-shimin/html/index.html
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． 横須賀市立市民病院内科専門研修プ ュ 表  

 

 4  5  6  7  8  9  10  11  12  1  2  3  

1 目 

主 subspecialty専門 診療科 籍 置く 他科 必要 症例 担当  

他科 症例や習得 手技 習得  

4  2～3回/ 当直研修 行う 1 目 JMECC 講  

初診外来 1回担当  

2 目 

主 subspecialty専門 診療科 籍 置く 他科 必要 症例 担当  

他科 症例や習得 手技 習得  

2～3回/ 当直研修 行う 専門外来 1回担当  

半日 救急患者 初期対応 当  

 

内科専門 得

病歴提出 

3 目 

subspecialty専門 症例 手技 中心 不足症例 習得手技 習得 努  

専門外来 1～2回担当  

半日 救急患者 初期対応 指 当  

 

内科専門 得

病歴提出 

※ 1 目 横須賀市立市民病院 研修 行う 

※ 2 目 3 目 うち い 1 間 連携施設 研修 連携

施設先 時期 2 目 3 目 関 専攻 人 希望 踏 え    

1 目 12 中 横須賀市立市民病院内科専門研修プ 管理委員会

い 決定  

※ 専門研修 ョン く カ ュ 制 入  

  subspecialty専門研修 行う専門 診療科 籍 置く  

他科 必要 症例 手技 習得 症例 担当  

当 科 指 経験 積  

※ 各 度毎 症例経験到 目標 成 無 チ ッ  

   1 目 20疾患群以 経験 録 病歴要約 10編以 録  

   2 目 45疾患群以 経験 録 病歴要約 29編以 録  

   3 目 70疾患群 経験 200例以 録 29例 病歴要約 改定  

他 要件  

療倫理 療 全 感染防御 関 講習会 参加  

  毎 行わ CPC及び症例検討 CC 出席  

  2回以 学術集会 参加  

2件以 筆頭者 学会 表あ い 論文 表  
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横須賀市立市民病院内科専門研修プ   

 

指導医 ニュ  

 

目次 

 

1．専攻医研修 記載内容 対応 プ い 期待 指導医 役

割                       ･･･ P2 

2．専門研修プ け 年次到達目標 評価方法 び バッ 方法

時期                     ･･･ P2 

3．個 症例経験 対 評価方法 評価基準    ･･･ P3 

4．日本内科学会専攻医 録評価シス 利用方法  ･･･ P3 

5．逆評価 日本内科学会専攻医 録評価シス を用い 指導医 指導状況把握 

   ･･･ P3 

6．指導 難渋 専攻医 扱い           ･･･ P4 

7．プ び 各施設 け 指導医 待遇  ･･･ P4 

8．指導医研修講習会 出席義務          ･･･ P4 

9．日本内科学会作製 冊子 指導医 手引 活用 ･･･ P4 

10．研修施設群内 何 問題 生 施設群内 解決 困難 場合 相談先 

 ･･･ P4 

11． 他                     ･･･ P4 
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横須賀市立市民病院内科専門研修プ   

指導医 ニュ  

 

．専攻医研修 記載内容 対応 プ い 期待 指導医 役割 

                             整備基準 45-1  

専攻医 1 人 1 人 担当指導医 ンタ 横須賀市立市民病院内科専門研修プ

管理委員会 決定  

担当指導医 専攻医 web 日本内科学会専攻医 録評価シス 録 研修

履修状況 確認を行 バッ 後 シス 認 作業

日常臨床業務 経験 応 次行う  

担当指導医 専攻医 年次 録 疾患群 症例 内容 い

都度 評価 認  

担当指導医 専攻医 十 ュニ ションを 研修手帳 Web版 専攻医

症例 録 評価や 横須賀市立市民病院内科専門研修プ 管理委員会 報

告 研修 進捗状況を把握 専攻医  subspecialty 級医 面談 専

攻医 経験 症例 い 報告 相談 担当指導医  subspecialty 級医

専攻医 充足 い い 内 疾患を可能 範 経験 う 主担当医

割 振 を調整  

担当指導医  subspecialty 級医 協議 知識 能 評価を行う  

担当指導医 専攻医 専門研修 専攻医 2年終了時 合計29症例 病歴要約を作

成 を促進 内科専門医ボ 査読 評価 理 セプ

う 病歴要約 い 確認 形成的 指導を行う  

 

．専門研修プ け 年次到達目標 評価方法 び バッ 方法 

時期                            整備基準45-2  

年次到達目標 年目専門研修終了時 研修 ュ 定め 70疾患群 うち20疾

患群 60症例以 経験 録 年目専門研修終了時 70疾患群 うち45疾患群 120

症例以 経験 録を 年目専門研修終了時 70疾患群 うち56疾患群 160症

例以 経験を あ  

担当指導医 内科専門研修プ 管理委員会 協 ～ ヶ月 研修手

帳 web版 専攻医 研修実績 到達度を適宜追跡 専攻医 研修手帳Web版

記入を促 各 内 研修実績 到達度 充足 い い場合 該当疾患

診療経験を促  

病歴要約作成状況を適宜追跡 専攻医 病歴要約 作成を促 各

内 病歴要約 充足 い い場合 該当疾患 診療経験を促  

担当指導医 内科専門研修プ 管理委員会 協 ヶ月 プ

定め い 所定 学術活動 記録 各種講習会 出席を追跡 充足 い い

場合 学術活動 参加を促  
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担当指導医 内科専門研修プ 管理委員会 協 毎年 月 月 自己

評価 指導医評価 び 360度評価を行う 評価終了後 ヶ月以内 担当指導医

専攻医 バッ を行い 形成的 指導 回目以降 以前 評価 い

省察 改善 否 を含め 担当指導医 バッ を形成的 行

改善を促  

 

．個 症例経験 対 評価方法 評価基準  整備基準45-3  

担当指導医  subspecialty 級医 十 ュニ ションを 研修手帳 Web

版 専攻医 症例 録 評価を行う  

研修手帳 Web版 専攻医 症例 録 基 い 当該患者 電子 記載 退

院 作成 内容 を吟味 主担当医 適 診療を行 い 第 者

認めう 断 場合 合格 担当指導医 認を行う  

主担当医 適 診療を行 い 認め い場合 合格 担当指導医

専攻医 研修手帳 Web版 当該症例 録 削除 修正 を指導  

 

．日本内科学会専攻医 録評価シス 利用方法  整備基準45-4  

専攻医 症例 録 担当指導医 合格 際 認  

担当指導医 専攻医 評価 スタッ 360度評価 び専攻医

逆評価 を専攻医 対 形成的 バッ 用い  

専攻医 作成 担当指導医 校閲 適 認め 病歴要約全29症例を 専攻医 シス

録 を担当指導医 認  

専門研修施設群 日本内科学会病歴要約評価ボ ュ を け 指

摘事 基 い 改訂を専攻医 セプ 状況を 担当指導医 確認  

担当指導医 専攻医 録 学会 表や論文 表 記録 出席を求め 講習会

記録 い 各専攻医 進捗状況を タ 把握 担当指導医 内科専

門研修プ 管理委員会 進捗状況を把握 年次 到達目標 達 い

否 を 断  

担当指導医 日本内科学会専攻医 録評価シス を用い 研修内容を評価 修了要

件を満 い を 断  

 

．逆評価 日本内科学会専攻医 録評価シス を用い 指導医 指導状況把握 

                                整備基準45-5  

 専攻医 日本内科学会専攻医 録評価シス を用い 無記 式逆評価 集計結果

を，担当指導医 施設 研修委員会 びプ 管理委員会 閲覧 集計結果

基 横須賀市立市民病院内科専門研修プ や指導医 あ い 研修施設 研修環

境 改善 役立  
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．指導 難渋 専攻医 扱い  整備基準45-6  

 必要 応 臨時 月 月 予定日以外 日本内科学会専攻医 録評価シス

を用い 専攻医自身 自己評価 担当指導医 内科専攻医評価 び スタッ

360度評価 内科専門研修評価 を行い 結果を基 横須賀市立市民病院専門

研修プ 管理委員会 協議を行い 専攻医 対 形成的 適 対応を試 状

況 担当指導医 変更や在籍 専門研修プ 異動勧告 を行う  

 

．プ び 各施設 け 指導医 待遇  整備基準45-7  

横須賀市立市民病院給 規定 特 待遇 特 い  

 

．指導医研修講習会 出席義務  整備基準45-8  

 厚生労働省や日本内科学会 指導医講習会 講を推奨 指導者研修 FD 実施記

録 日本内科学会専攻医 録評価シス を用い  

 

．日本内科学会作製 冊子 指導医 手引 活用  整備基準45-9  

 内科専攻医 指導 あ 指導法 標準化 め 日本内科学会作製 冊子 指導 手

引 を熟読 形成的 指導  

 

．研修施設群内 何 問題 生 施設群内 解決 困難 場合 相談先 

                                整備基準45-10   

問題 生時 横須賀市立市民病院内科専門研修プ 管理委員会を開 委員会

い 対策を検討 委員会内 問題 解決 困難 場合 日本専門医機構内

科領域研修委員会を相談先  

 

． 他 

 特  


